


ダ・ヴィンチ・ トイレ

　イタリアのフィレンツェの PIAZZA DEL DOUMO に

DOUMO建設に従事した人々と今日まで DOUMOの保守、

管理に係わってきた建築、工芸職人、画家および関係者の

みが知り、現在でも使用してきている厠がある。

トイレ場所

　つまりレオナルド・ダ・ヴィンチも当然使用し

たと考えられる厠が健在である。DOUME から少

し離れた南側の小さな 2階造り建造物内にある。

1300 年代から長年、使用されてきただけに、さす

がの大理石も足の位置などは大きくくぼんで　歴

史の流れを感じさせるものである。

　様式は日本のいわゆる和洋式であり、座位で使用するの

ではなくしゃがんで使用するものであり、その香りから汲

み取り式の厠であると考えられる。



　旅行や散歩で町をぶらつくと思わぬ厠にめ
ぐり合うことがある。それぞれに個性豊かな
厠である。
　スコットランドの州都、エジンバラの PUB
で１PINE の BEER を楽しみ , 入った厠。全面
が鏡張りの厠である。便器は家畜のえさ台よ
ろしく雨樋方式。天井から鏡の上を清水がた
えまなく流れ落ちておりいたって清潔。　し
かし、使用する者にとっては筑波山の四六の
ガマではないが、なんとも落ち着かない、酔
いのさめる厠であった。

  東京は京橋の銀座寄りに衛生陶器メーカーの建物があ
る。１階に建築、美術関係図書を中心に特徴のある選択を
した本屋がある。かって、そこの２階は小さな GALLARY
と写真のような厠があり、来訪者が使用できた。完全に個

室の空間で大小を
選ぶ必要のないも
のであった。金と
黒と白を基調にタ
イル張りで白熱灯が点灯し、独特の空間を作り出してい
た。書籍を眺め、小さな展覧会を楽しみ、都会の真中で
ホット一息つける場を密かな場所としていた。　この場所
も 2005 年春から改装されてしまい、寂しいかぎりである。

街を歩いて



　アラビア半島南西端の国、イエメンの北部のサーダはサウジ
アラビアに近く付近の村の家は泥作り。イエメンサーダ近郊の
村々の家は泥を厚く積んで造られる。家の形は国境を越えたサ
ウジアラビア南部のそれに似る。泥を厚く積むのは暑さへの対
処と、外敵からの防御のためだろう。二階や三階に突き出た突
起はトイレだ。そのとき下を歩いている人は不運。落下したも
のは空気が乾燥しているため時をまたずして乾き、太陽の光で
ひびわれ、最終的に粉末になる。それらは砂塵と共に風に運ばれ、
どこかへ飛んでゆ〈。これは地球環境に優しく、理想的なエコ
ロジカル・トイレなのかもしれない。( 週刊文春）

　この突起トイ
レと同じ構造の
ト イ レ が 中 世
ヨーロッパの城
のトイレである。
こちらはどのよ
う に 消 滅 し て
いってたのか。
右 Ch i p c h a s e 
C s t l e  G R E A T 
BRITAIN。
　イエーメンの
家はその過酷な
気候の中で耐え
られる材料で作
らねばならない。
セメントは昼夜の激しい温度差に絶えられずすぐひびが生
じてしまう。一番適しているのは下記のように作られる泥
レンガである。①藁を泥に混ぜ素材を準備。日本の土壁を
連想させる。②一定の枠にあわせて泥を盛り型を揃える。
③天日で 5－７日干し完成。④サイズの異なる泥レンガ
の完成。

① ② ③

④

風と共に去りぬ

 左上の民家、左の世
界遺産シバームのマン
ハッタンの高層住宅、
すべて台形をしている。
泥レンガで造られてい

るからである。上層階の重量を軽くして構造の安定を図るため
に大きいレンガから徐々に小さいレンガで壁を造っていく。１
階で厚さ 70cmの壁が６階では 25cmになる。

参考資料
砂漠のマンハッタン　　　NHK
週刊文春　　　　　　　　2004.12.16 号
Temples of Convenience　St. Martin's Press



　排泄後の身の清潔を如何に保つかは重要な問題である。
気候、文化によってその方法は色々である。紙を使用して
いるのは限られた地域、人々であるということを知ってお
かねばならない。一番多くの人が用いてる方法は指と水を
使用しての方法であろう。インド、インドシナ半島の多く
の市民は左手を用いて拭き、用意された水、もしくは自分
で缶に入れて持参した水で指を洗う。左手は不浄の手とな
る。次に、乾燥地帯では砂と小石と土板である。砂漠の砂
は細かく皮膚に優しい、小石は事前に用意し熱を下げてお
いたものを用いる。土板は乾燥地帯では簡単にでき、熱く
なりにくいので有用だという。そして最後に、植物の葉で
ある、日本においても最近まで使用されていた。この他、
地中海地方では海綿、アメリカ中西部ではとうもろこしの
毛、海岸地方では海藻、そして藁、木片、樹皮などである。

おとし紙無かりせば

参考資料
落し紙以前　　　　　　　　　　論創社
トイレットペーパーの文化史　　論創社　西岡秀雄著
絵巻物に見る日本庶民生活誌　　中央公論新社

　日本での平安時代の様子が餓鬼草子に記録され、この
時代からチュウギ ( 糞ベラ）と紙が使用されたことがわか
る。チュウギとは木切れである。木切れで拭くのである。
現代のように紙が圧倒的に使用されるまでには日本でも
地方の環境に合ったものが使用、工夫されてきた。ウリ
ハダカカエデ、胡桃、ネズコ、シナノキクリなどの小枝
から山漆まで使用されたという。曲げ物、竹細工などが盛
んな地方では材料の不要な部分を利用したことが多かっ
たようである。ちゅうぎ以外にはあじさい、蕗、葛、柿、
エビクサなどの葉、藁が利用された。これらもそのまま
使用するのではなく水につけて軟らかくしたり、しおれ
させて肌触りに配慮し工夫をした使用がなされていた。
　元慶応大学 西岡 秀雄 人文 ( 人糞 ) 地理学教授の著作が
おとし紙の収集、研究としては有名である

　　



  トイレの存在を表示するには市販の文字板にはじまり、
デザインプレートが一般的であるが、店のイメージに合っ
た洒落たプレートが、また美術館、公園、それぞれの業務、
目的にふさわしいデザインプレートが考えられ、トイレの
存在を心地よく表示している。このトイレ表示を注意して
いると意外な場所で洒落たものが目に入ってくる。特に外
国を旅していると多いようである。

トイレを目にする

笠間市総合公園

　茨城県笠間市は笠間焼の地。笠間市の総合公園のトイレ
の表示は陶器の町らしく陶板が用いられている。

切手の博物館
　東京、目白駅の近くに切手の博物館がある。ここの表示
は銅色の素材ですべて統一されている。トイレ表示も切手
のデザインで作られている。
　

  目白駅から博物館へのなだら
かな坂道には同じ銅色の材料
で作られた漱石の猫、白秋の詩
などが目を楽しませてくれる。

参考資料
茨城県笠間市総合公園
東京　目白　切手博物館



厠下駄

参考資料
おまるから始まる道具学　　　　　平凡社
日本の住い内と外　　　　　　　鹿島出版
世界タイル博物館併設便器展示館　常滑市

エドモンドモースの描
いた上便所の上便所草
履
明治時代

エドモンドモースの描
いた上便所の鼻緒チョ
ン立ち木製厠下駄

織部焼き向高小便器と厠下駄 小便器と厠下駄染付け

　日本には他では見られない履物がある。それが厠下駄、
今日ではトイレ用スリッパである。高床式住居生活は必ず
住宅に入るとき履物を脱ぎ裸足になる。そしてその床で作
業し作業台に、盆に食を盛り床をテーブルに、そして床に
寝具を置き寝台にと床が生活の基礎になている。これに対
して欧米、、中国の人々は履物を脱がず土足で通す。前者
が上足文化（裸足文化）、後者が下足文化 ( 土足文化 ) と
も言われている。上足文化の生活は床に上下の序列、貴賎
の位置づけをもたらした。
　僧侶が修行を行うとき、禅堂、庫裏では裸足 ( 上足 )、
禅堂の敷瓦、庫裏の土
間、境内の通路、庭で
は草履 ( 下足）であり
東司 ( 厠）では便所下
駄を履いた。これが一
般人の生活においては
家屋の床は畳、板の間、
縁側、等すべて家具で
あり清浄な床と位置づ
けられる。一方、厠は
不浄な床としてそこに
上足 ( 裸足）で入るの

は憚られた。そのため厠で使用する履物が求められ、厠用
の下駄、草履が使用されるようになった。その中に陶器製
便器の出現と共に小便器専用（男性専用）に生まれてきた
のが陶器製の厠下駄である。（歩くことはしない小用のと
きに足を乗せるための下駄である）。染付けの便器と同じ
模様が染め付けられ作られた。そして床に埋め込まれてし
まう厠下駄まで出現してたが、草履、スリッパに代わり使
用されることがなくなった。



  2004 年 10 月金沢、兼六園に隣接するように金沢 21世
紀美術館が開館した。館内２ケ所の厠が作品兼展示室そし
て実用のトイレになっている。
　スイスのビデオ芸術家 Pipilotti Rist の作品である。ごく
普通の表示がされた個室のトイレ、入り口に「あなたは自
分を再生する（You renew you.)」という作品表示がある
だけが他のトイレと異なる。ドアを開けると音楽がながれ、
落ち着いた個人空間がある。壁に美しい空間が開かれてい
る。この空間で過ごす間、時間と共に画像が変化して目を
楽しませ心を癒す時が過ごせる。

厠を芸術作品に

参考資料
金沢 21 世紀美術館開館記念展ガイドマップ
　　　　　　　　　　             金沢 21 世紀美術館
新日曜美術館　　　　　2004.10　　　　　NHK

作品内での作者
   Pipilotti Rist

  誰もが必要とする場所、トイレ。その
小さな部屋が、今回 神聖な空間 ( 神殿 )
と見立てられました。設置された小さ
なクリスタルに、食物の消化をイメー
ジした、変化と再生を繰り返す神秘的
な世界が表れます。

作品ガイドより



　今、全国の山小屋で問題になっているのが屎尿処理であ
る。屎尿の量が自然の処理能力は勿論、山小屋の処理機能
の能力を越え徐々に山の自然を過栄養状態にし生態系を変
えてしまいつつある。自然の処理能力に期待する穴埋め方
式・ガレ場放流方式、更に設備設置、運搬手段の確保で解
決を図るヘリ輸送、処理装置設置方式などが山小屋の屎尿
処理として考えられている。北アルプスの状況ですら右上
の図の状況であるから日本の山の自然がいかに危機に瀕し
ているか明白である。
　日本のエーデルワイスといわれるハヤチネウスユキソ
ウ、ミヤマオダマキ、ナンブトラノオ、など美しいはなを
咲かせる高山植物が登山者を楽しませてくれる岩手県の早
池峰（1917 ｍ）で日本の山の悲鳴を救うユニークな活動
が注目されている。美しい高山植物を守るため山好きのボ
ランティアが月に１回、山小屋から麓まで屎尿を背負って
おろす作業を行っている。50人で 1日 140kg をおろすと
いう。

自然を守る

ミヤマオダマキ　　　ハヤチネウスユキソウ　　ナンブトラノオ

山小屋の屎尿槽から汲み取る

専用のタンクに移しザックに

体力に合った量を背負い麓に 北アルプス山小屋の屎尿処理

　岩手県はこのグル－プにも参加を求めこの問題を長期に
わたって検討をしている。このグループは設備の改善、拡
充では根本的な解決にはならないのではと、登山者の山で
の排泄、自然に対するマナーの意識変化が必要と考え、自
分の排泄物を持ち帰ることを考え、携帯トイレで屎尿を持
ち帰るシステムが必要だとして登山者、行政に訴えてきて
いる。美しい花の咲く花の名山早池峰を守れるか行政と自
然を愛する人々の連携が注目されている

　袋になった携帯トイレ　    漏れ臭いを防ぐ工夫した素材　専用の台に被せて使用

早池峰

参考資料
北アルプストイレ事情　　　　　　 　みすず書房
地球大好き　どうする山のトイレ　                NHK
第 4回全国山岳トイレシンポジウム in 富山　資料



　厠も歴史的に大切な建造
物である。そこには文化的
に貴重な資料を残し現在に
大切な情報を伝えている。
　現在　重要文化財として
有名な厠が幾つか存在す
る。左の厠はそのうちの
１ケ所、北海道札幌市の北
海道大学植物園内の厠であ
る。世界で唯一残された蝦
夷オオカミの剥製、南極で
越冬したタロウの剥製、北
海道開拓資料、考古学の資
料などを転じている博物館
を中心にした文化財群の１
つとして保存されている。
　この他に沖縄県の中村家
の豚便所、京都府東福寺の
東司などが重要文化財とし
て指定されている。

重要文化財　厠

砂漠のマンハッタン　　　NHK
週刊文春　　　　　　　　2004.12.16 号
Temples of Convenience　St. Martin's Press

沖縄県　中村家豚便所（フール）　19 世紀初頭

東福寺東司　外観と内部

初代宮部金吾園長記念館と園内風景



　人が集団で生活を始めると自然が排泄物を処理してくれ
ることは期待できなくなる。環境を維持し、生活を守るた
めに排泄場所ができる。日本でそれは弥生時代であると言
われている。縄文時代は住居近くのゴミ捨て場所、貝塚で
なされていた形跡がある。貝塚でなされたものは周辺にた
めにい。貝塚のものは貝殻で覆って形が崩れない所に貝柄
のカルシウムが沈着し石のようになったものがある。それ
が糞石である。コプライトといわれ内容物を分析すること
で古代人の食べ物、生活を知る手がかりを与えてくれる。
勿論、恐竜などの物から恐竜の生態を知る手がかりも得ら
れる。これがトイレ考古学といわれる領域の一端である。

　糞石は固く内容物を
明らかにしにくい。顕
微鏡用の標本を作製し
たり、三リン酸ナトリ
ウムで軟化させて標本
の内容物を調べる。肉
眼での魚骨、鱗、種子
などからは勿論、顕微
鏡による寄生虫卵から
食物としての中間宿主
を明らかにでき、古代
から中世にまでの時代
による食生活の内容を
明らかにできるように
なり新しい学問領域と
なっている。

トイレ考古学

糞石を薄く切り標本として顕微鏡に糞石標本

　トイレの遺構も数多く調査されてきている、最古のトイ
レとして認められているのが藤原京の土杭式、水洗式の遺
構である。平城京には水洗式の本格的トイレ樋殿が発掘さ
れている。また、同時代の福岡県鴻臚館、秋田城には外国
使節に供するために更に立派な施設が造られていた。

側溝

木樋 ( 暗渠）

トラップ
（汚物漉し）

樋殿　平城京左京二条二坊水洗トイレ復元図
側溝に堰をして引水しその溝の上で排泄した
り樋箱を空にしたりする。

815 年の太政
官府などには
側溝の水をト
イレ用に敷地
内に引水して
も良いが汚物
を邸内で漉い
て汚物を側溝
に流してはな
らぬとしてあ
る。

秋田城の水洗式トイレ建物復元図
　上記のような遺構でトイレの場所を
特定し、その場所の土をフローテーショ
ンという水流と比重を利用した方法で

排泄物の内
容を明らか
にし中世の
食生活を明
ら か に す
る。

フローテーションした泥

2.1m

2.4m

2.4m

2.4m

1.8m1.8m

木樋

木樋

沼池

参考資料
日本の食文化　　　　　　   　放送大学教育振興会
歴史評論　トイレから見た年の歴史と現在　  1999
トイレの考古学　　　　　　　　　　　　東京美術
オモシロ学問人生　トイレから古代が見える　NHK



　21世紀は石油ではなく水の重要性が計り知れなく増す
世紀、「水の世紀」と考えられている。水洗トイレが文化
生活と考えられてきて、飲み水である浄水を 1人 1日 36
リットルもの量を排泄物の運搬に使用し、更にその汚水処
理に水を使用するこの文化的と考えられてきたシステムを
いつまで維持続けられるか。
   水洗式に代わるものが自己処理 ( 完結型 ) 型トイレであ
る。自己処理型には化学処理、生物処理、物理処理があるが、
環境に配慮した屎尿処理システムとしてエコロジカルサニ
テーション（エコサニ・生態系を考慮した衛生対策）が注
目、期待されている。

水の世紀

参考資料
砂漠のマンハッタン　　　　　　　　　　　NHK
トイレ・水循環国際シンポジュウム資料集　2003
ウンチとオシッコはどこへ行く　　　　　泉書房

イエーメン

イエーメン

　乾燥と灼熱の環境、泥レン
ガの高層住宅は高層に人が住
み低層は家畜の住い、トイレ
のの横には左上図のように吹
き抜けがあり尿とお尻を洗っ
た水はその壁をつたわって落
ちる間に蒸発するという、固
形物は下の貯槽に溜められ、
燃焼時の臭気に不安を持つが、
太陽熱で乾燥され燃料として
利用されるという。

液体→

大便↓

トイレはトルコ式　脇に洗い水

↓大便

←液体

泥レンガの高層住宅

住宅の構造断面図

サンサルバドルサンサルバドル
太陽熱集積装置付単槽トイレ　

　大小便を分離しな
いが太陽熱で脱水乾
燥を早める。月数回
固定した装置で便座
下に蓄積した排泄物
を太陽熱集積装置の
ついた中間処理槽へ
押し込む。

ノルウェー
多槽回転式堆肥化トイレ

　北欧伝統の大小便分離利
用に基づくトイレ。便器に
直結する内部タンクと地下
に 4つの貯溜槽を持つ外部
タンクからなる。満杯にな
ると次の槽に回転させる。
固形分は堆肥化が進み水分
は内部タンクの穴から外の
蒸発槽に排出される。

ベトナム 並列貯槽脱水型トイレ
　2 つの貯溜槽があり、
各層を半年交代で使用し
使わない槽には蓋がして
ある。各槽には大便耀の
15Cm くらいの穴があ
り、使用後は灰をかけて
おく。小便は傾斜したメ
ンから樋をながれ外にあ

る瓶に溜まる。小便は薄めて肥料になり大便は発酵させ病
原菌を殺し有機物を分解してから肥料として使用する。
　日本でも微生物を含んだ杉チップなどを利用して固形物
を分解させるものが愛知万博、旭川動物園などで使用され
てきている。
　重要な点は大小便を分離させて排泄物を乾燥させて生物
的な処理を期待することであろう。

太陽光を集光

左右を半年交代使用

尿を集める

穴

穴



　厠は個室である。そして出されたものは即、流されてし
まう。他人のものは言うまでもなく自己の分身すら吟味す
ることが少ない。自己の分身は自己の健康状態を如実に語
るものであるという。自己の分身をときに吟味し健康状態、

厠必備書籍
食生活を省みることも必要である。吟味の際に必要な知識
を与えてくれる文献が発行されている。
　他人からは教えてもらうことの無い、形状、色、匂いか
らの知識を得られる。
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